２００６年１１月２日
燃料転換計画について
鹿島北共同発電株式会社
鹿島北共同発電株式会社（本社：茨城県神栖市　社長：高下　悦仁郎）は、電気・蒸気生産用の主燃料のひとつとして、ベネズエラのオリマルジョン※１を使用してきましたが、今般、石油コークスへの燃料転換を行なうことを決定いたしました。設備対応としては、２００８年中の運転開始を目標として、オリマルジョン燃焼ボイラーを石油コークス※２燃焼ボイラーに改造し、併せて石油コークス燃料の受入れ設備を設置します。
当社では、１９９１年よりオリマルジョンを三菱商事から購入し、主燃料のひとつとして使用しており、２００９年末には購入契約が終了する予定となっていました。当社は、購入契約終了に対応して、２０１０年に、オリマルジョン代替として石油コークスへの燃料転換を図るべく検討してきましたが、本年７月を最後に三菱商事に対するベネズエラからの供給が停止したことにより、当社のオリマルジョン入手が不可能となりました。このため、今般、石油コークスへの燃料転換を前倒しして実施することとしました。
本燃料転換が完了するまでの間は、現在も燃料としているアスファルトと重油をオリマルジョンの代替として使用するとともに、燃料使用量削減のため、一部東京電力からの買電も実施する他、一層の効率化によるコスト削減に努めます。
当社は、これからも各種省エネ施策・合理化策等を実施することにより鹿島コンビナート各社への競争力のある電力・蒸気の供給に努めて参ります。
 [本件についてのお問い合わせ先]

　


　鹿島北共同発電株式会社　事務部　TEL　0299-96-2111

※１　オリマルジョン：南米ベネズエラのオリノコ川流域で産出する天然アスファルト　（オリノコタール）に、流動化のために水と界面活性剤を加え　　エマルジョン化（乳化）したもの。
※２　石油コークス　：原油精製において、蒸留残油等の重質油の最終熱分解工程で副生　　する固形残留物。
（別紙）

［参考資料：会社概要］

鹿島北共同発電株式会社

１．本社       茨城県神栖市東和田16番地

２．社長       高下　悦仁郎  （こうげ　えつじろう）

３．資本金     ６，０００百万円（平成１７年１２月３１日現在）

４．売上高     ４２１億円（平成１７年１２月期）

５．従業員数　 １３７名（平成１７年１２月３１日現在）

５．主要製品   電気、蒸気

６．主要株主   三菱化学　３７．８３％、鹿島石油　２３％、鹿島電解　１６％

信越化学　８．４２％、鹿島塩ビモノマー　５．４２％、  他

７．設備能力（平成１７年１２月３１日現在）

総発蒸能力：　　　 ３，０５０ Ｔ/H

総発電能力：　　６８６，５４０ ｋＷ

８．燃料使用量(平成１７年実績)

重油　約３１万ｋＬ、アスファルト　約２８万ｋＬ、

オリマルジョン　約５５万Ｔ　　　　他

